
Circulation Journal無断転載事件の概要と経過

１．事件の概要

Medical Tribune３月２６日号に掲載された日本高血圧学会ガイドライン

（JSH2009）に対する専門家のコメント記事（武田薬品提供）の中で、CJ５月号（４

月２５日発刊予定、既にオンラインジャーナルで公開）に掲載予定の論文から、無断

で図（Figure 4）が改変転載される（添付資料１／下段の中央の図。添付資料２／上

嶋論文）。

２．事件の経過

３月６日（金） 武田薬品担当者が、上記記事の取材で京大上嶋准教授（京大 EBM
研究センター）を訪問し、当初掲載予定になかった CJ 上嶋論文のことを紹介され、

同論文の結果（Figure 4）を加えて３月中に記事を掲載することを思いつく（後日、

上嶋准教授は原稿の校正を行うが、発刊時期については聞かされていない）。この時

点で、武田薬品側は二重掲載になることの認識なく、また、担当者の上司も記事掲載

の許可を出す。

３月１８日（水） 広告代理店インフロント社より日循事務局に二次使用許諾申請書

が届くが、掲載予定日（Release date）の記載が無かったために日循学術集会（３月

１９〜２２日）後に再度連絡してもらうことにする（添付資料３）。

３月２７日（金） インフロント社から連絡がないため、日循事務局から問い合わせ

の電話をして、記事の掲載は、当該 CJ論文の発刊（４月２５日）以後でなくてはな

らないことを伝える。

３月３０日（月） インフロント社より電話連絡があり、Medical Tribune３月２６

日号（３月２４日発刊）に既に記事として掲載・郵送したことが判明。このため、米

国出張中の下川編集委員長に連絡。編集長として、以下の対応を指示。

（１）無断転載記事掲載号の回収

（２）Medical Tribune誌での謝罪文と再発防止の書面の掲載

（３）関係３社の日循事務局と編集長への顛末の説明と謝罪

（４）今後の学会としての対応（総務委員会・理事会）

４月１日（水） 関係３社が日循事務局を訪問して顛末の説明と謝罪。

４月３日（金） 関係３社が下川編集委員長を訪問して顛末の説明と謝罪。事情聴取
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を行う。

同行していなかった武田薬品担当者にも急遽来訪してもらい、２度目の事情聴取。こ

の時点で、CJ５月号（４月２５日発刊）に掲載予定の上嶋論文とそれに対する

Editorial commentの掲載を６月号以降に延期するように、日循事務局と河北印刷に、

緊急の指示を出す。

４月６日（月）京大の上嶋准教授に電話し、本人に二重掲載になることへの認識がな

かったこと、関係３社より記事の掲載時期については連絡がなかったことを確認。

４月７日（火）以降 Medical Tribuneと下川編集委員長との間で、回収文の文面（添

付資料４）や謝罪文の表記（添付資料５）について、双方の弁護士を交えて協議。

３．事件の原因の総括

今回の原因については、下記のような事実が判明した。

（１）武田薬品学術部の著作権に対する認識不足

（２）広告代理店（インフロント社）の転載許可への認識不足

（３）Medical Tribune社の最終チェック体制の不備

（４）上嶋准教授には直接の責任なし

４．編集委員会としての対応

（１）Medical Tribune誌無断転載記事掲載号の回収（４月２３日）（添付資料４）

（２）Medical Tribune 誌での謝罪文と再発防止の書面の掲載（４月２３日）（添付

資料５）

（３）上嶋論文の CJ 73-6への掲載の決定（編集委員２９名中２０名が同意、３名が

反対ではないが異なる意見、６名が回答なし）

５．総務委員会としての対応

（１）総務委員会での対応検討（６月１９日）

・許諾が出ていない段階で掲載したことへの学会としての厳重注意

・今後の予防策として、学会ホームページに今回の事例を掲載

以上
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日本循環器学会

小川 聡 理事長殿

日本循環器学会編集委員会

委員長 下川宏明

Circulation Journal論文データの無断転載事件に関する報告書

Circulation Journalに掲載予定である論文のデータが、無断で商業誌に改変転載

される事件が起きましたので、その経過および編集委員会としての対応につい

て、ご報告申し上げます。

事件の概要は、Medical Tribune 3月 26日号に掲載された日本高血圧学会ガイド

ライン（JSH2009）に対する専門家のコメント記事（武田薬品提供）の中で、CJ
5 月号（4 月 25 日発刊予定）に掲載予定の論文から、無断で図が改変転載された

ものです（詳細は、添付の概要と経過の報告書をご覧下さい）。

関係者に直接事情聴取をしました結果、（１）広告記事を作成した製薬メーカ

ー（武田薬品）の学術部の著作権に対する認識不足、（２）広告代理店（インフロ

ント社）の転載許可への認識不足（３）Medical Tribune社の最終チェック体制の

不備、の三重ミスにより起こった事件であり、当該論文の筆頭著者である上嶋健

治准教授（京大 EBMセンター）には、直接の責任はないと判断いたしました。

これを受けまして、編集委員会として、（１）Medical Tribune誌無断転載記事

掲載号の回収（4月 23日）、（２）Medical Tribune誌での謝罪文と再発防止の書

面の掲載（4月 23日）、（３）掲載をいったん延期した上嶋論文を１ヶ月遅れで CJ
73-6へ掲載することを決定いたしました。

以上、ご報告申し上げるとともに、学会（総務委員会、理事会）としての関係

３社に対する対応につきまして、ご検討を宜しくお願い申し上げます。なお、

無断転載が起きたこと自体は大変残念ですが、その後の３社の対応には一定の

誠意が認められたことを申し添えます。

添付ファイル：CJ無断転載事件の概要と経過

資料 1：CJ無断転載資料

資料 2：CJ上嶋論文

資料 3：広告代理店（インフロント社）からの申請書

資料 4：Medical Tribune回収社告（4月 23日）

資料 5：Medical Tribune謝罪文（4月 23日）
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